火薬類消費許可申請について
　必要なもの
	
	 １
	 火薬類消費許可申請書

	
	 ２
	 消費計画書（別添様式）

	
	 ３
	 消費現場見取図・案内図

	
	 ４
	 火薬類使用証明書（砕石業の場合は砕石の許可証の写し）

	
	 ５
	 保安責任者選任届

	
	 ６
	 保安責任者免状の写し（保安責任者に選任された者のみ）

	
	 ７
	 黒手帳の写し（保安責任者に選任された者のみ）

	
	 ８
	 履歴書（保安責任者に選任された者のみ）

	
	 ９
	 火薬類取扱従事者名簿

	
	 １０
	 火薬類取扱所、火工所の仕様書と設置図

	
	 １１
	 危害予防の方法


※１　許可証が不要になったときは、速やかに返納すること。
※２　記載事項に変更があった場合は、書換申請をすること。
  　　但し次の内容に限る「住所・氏名（年齢）又は名称・職業」
※３　保安責任者は２０歳以上の者を選任すること。
※４　黒手帳の写しには、講習履歴も付けること。
※５　許可証交付の時に黒手帳を持参すること。
※６　危害予防の方法には、発破手順も付けること。
※７　その他、必要に応じて書類を添付すること
様式第２９（第４８条関係）
	
	×整理番号
	
	

	
	×審査結果
	
	

	
	×受理日
	　　　　年　　　月　　　日
	

	
	×許可番号
	
	


火薬類消費許可申請書
年　　月　　日
　山梨県知事　　殿
（代表者）氏名
	名称
	
	

	事務所所在地（電話）
	
	

	職業
	
	

	（代表者）住所氏名（年齢）
	
	

	火薬類の種類及び数量
	
	

	目的
	
	

	場所
	
	

	日時（期間）
	
	

	危険予防の方法
	
	


備考　１　この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
      ２　×印の欄は、記載しないこと。
火薬類消費計画書
１　消費概要（物件の見出し数字を○で囲む）
	 月
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	 月
	 月
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	 １日の最大消費見込数量
	 爆薬又は火薬
kg
	火薬類取扱所の設置
	１．設置する(別紙の通り)
２．設置しない

	 １日の発破回数
	 　　　　　回
	火工所の設置
	ヶ所(別紙の通り)

	 消
 費
 の
 方
 法
	 発　破　の　方　法
	 １電気発破
	１．発　破　器
２．電　灯　線
３．動　力　線
４

	
	
	 ２導火線発破
	１発破の斉発数　　　　　　　　　　　　　　発
１回の導火線の長さ　　　　　　　　　　　　ｍ

	
	
	 ３その他
	

	
	 警戒の方法(1)
	 １．掲示　　　　　２．見張人配置　　３．縄張り
 ４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	 警戒の方法(2)
	 １．サイレン　　　２．鐘　　　　　　３．メガホンで告げる
 ４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	 交通制限
	 １．有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　２．無

	
	 飛石防止措置
	 １．有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　２．無
 ３．必要に応じ行う（方法　　　　　　　　　　　　　　　　）


 ２　保安距離（物件の見出数字を○で囲む）
	
	 保　　安　　物　　件　　名
	  消費場所まで
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	 第１種
	 １．国宝建造物　２．市街地の家屋　３．学校　４．保育所
 ５．病院　６．劇場　７．競技場　８．社寺教会
	             ｍ
	

	
	 第２種
	 １．村落の家屋　２．公園
	             ｍ
	

	
	 第３種
	 １．家屋　２．鉄道　３．軌道
 ４．石油タンク　５．発電所　６．工場
	             ｍ
	

	
	 第４種
	 １．国道　２．県道　３．高圧線　４．火薬類取扱所
 ５．火気の取扱所
	             ｍ
	


３　貯　　蔵
	 貯　蔵
 方　法
	 １．火薬庫（所在地）
 ２．庫外貯蔵（所在地）
 ３．消費の都度購入（火薬店名及び所在地
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 ４．その他


４　運　　搬（該当文字を○で囲む）
運　搬　距　離
自　社      　　                                            取扱所
      　火薬庫（庫外貯蔵所）から→　　　　　　km→消費場所　　　　　まで
     販売店           　　                                       火工所
現　場　見　取　図 ･････ 現場見取図の中へ火薬庫・火薬類取扱所及び火工所の位置を
　　　　　　　　　　　   記すこと。
                         発破場所に最も近い保安物件と距離
（距離にかかわらず必ず記入すること。）
                         現場案内縮尺図を添付すること。（５万分の１程度）
火薬類取扱保安責任者等選任届
年　　月　　日
　山梨県知事　　　殿
氏　　名　
　下記のとおり、火薬類取扱保安責任者を選任したので、火薬類取締法第３０条第３項（第３３条第２項）の規定により届け出ます。
記
	 許可の種類
	

	 施設所在地又は消費地
	

	 施設名又は工事名
	

	 選
 任
	職務の区分
	免状の
種　類
	所持手帳の
番　　　号
	氏　　　名
	現　　住　　所

	
	保安責任者
	
	保第　　　　号
	
	

	
	代理者
	
	保第　　　　号
	
	

	
	副保安責任者
	
	保第　　　　号
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	 備　　　考
	


火 薬 類 取 扱 従 事 者 名 簿
	
	職　　種
	氏　　名
	年令
	資　　　格
	所持手帳の
区　　　分
	備考
	

	
	
	
	
	甲種・乙種・発破士
	
	
	

	
	取扱保安責任者
	
	
	
	保第　　　　 号
	
	

	
	代理者
	
	
	
	保第　　　　 号
	
	

	
	取扱副保安責任者
	
	
	
	保第　　　　 号
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	取扱副保安責任者
	
	
	
	保第　　　　 号
	
	

	
	
	
	
	
	保第　　　　 号
	
	

	
	
	
	
	
	保第　　　　号
	
	

	
	取扱所責任者
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	火工所責任者
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	発破場所記帳責任者
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	発破作業従事者
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	
	
	
	
	第　　　　号
	
	

	
	
	
	
	
	第　　　　号
	
	


　注：１　発破作業従事者は、発破の際におけるせん孔、装てん、結線・点火並びに不発の装薬　　　　又は残薬の点検及び処理の業務に従事する者で、発破技士免状を有する者でなければなら　　　　ない。
２　コンクリート破砕器を用いてする作業にあっては、コンクリート破砕器作業主任者技　能講習修了証を有する者がいなければならない。
